
 
 
 事業の背景                                  
 
◆埼玉県草加市にある松原団地は昭和 30 年代に開発された地域で、老朽化が進み、

独居の高齢者世帯も増えています。開発当時の高度経済成長に向かう社会背景を前
提に設計され、過疎化、高齢化が進行した現在は、高齢者が日々の暮らしに不便、
不安を感じていることも少なくありません。 

 
◆また団地内では、近年、孤独死の事例もみられており、高齢者世帯の孤立は喫緊の

課題となっていました。介護は必要としないけれども、高齢者世帯が抱える不安を
解消とするため、地域住民の結びつきを再構築して、助け合いのシステムを目指し
て活動をしています。 

 
 事業の概要                                  
 
◆高齢者など住民が安心して生活できるように、電話と訪問による安否確認や、身近

な住民同士の有償ボランティアによる生活支援サービス、ふれあいの場としての喫
茶サロンの３本の柱で事業を行いました。 

 
◆団体内の高齢者にとって、地域で見守られながら日常生活のちょっとした困りごと

を気兼ねなく頼むことができ、高齢者世帯の安心感につながりました。 
また、地域の人が集う喫茶サロンは、近所の者同士で顔見知りになるきっかけとな
り、高齢者の相談窓口の役割も果たしました。 

 

◆市役所、地域包括支援センター、社会福祉協議会、民生委員、児童委員、松原団地
自治会等などと情報を共有し、協力しながら事業が進められており、何か異変を感
じた場合にはすぐに対応できる体制づくりがとられています。 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

キーワード 高齢者 孤立防止 見守り 活 動 地 域 埼玉県 

事 業 名 松原団地見守りネットワーク運営事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 5,815 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 松原団地見守りネットワーク 

所 在 地 
〒340-0041 埼玉県草加市松原４丁目４番７号 

ＴＥＬ：048-933-9500 

団 体 Ｈ Ｐ ― 

 
 
☞地域の高齢者が自ら自分のできることを無理のない範囲で手助けし合い、支え合うこと 

で、利用者としてのみならず、サービス提供者となって活動できる体制が地域に定着してい
ます。 

ここに注目！ 


